葉 を 評と して 発表され て ある。 素人 は 学ぶ ところが あ 

リ ません。 演奏家、 作曲家 等 は、 どのような 感想 を もつ 

て ああい う 批評 をよ まれる のでし ようか。 

音楽 は 文学よりも おくれて 入って いるから 理論的 - 

感 性的 蓄積が 未だ 決して 豊富で ない。 それに 音楽 と い 

う もの、 音の 不断の 刺戟と いう ものが 人間の 頭脳に 生 

理学の 上から ど う 影響す る も のか、 非常に 研究 さ れ る 

ベ き 神経学、 心理学の テ— マが あると も 思われます。 

音楽家の 精神 内容に は、 舞台に 立つ 者と して 俳優な ど 

と 共通の 古い 伝統の 感情の ほかに、 何 か 独特な ものが 

ある。 プラスで あると 共に マイナスな もの、 彼 を 一 t§ 
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